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城城跡の考古学跡の考古学

はじめに
　近年、県内では城

じょうかんあと

館跡を対象とした発掘調査が増加
しており、なかでも戦国時代から安土桃山時代にかけ
ての多くの知見が得られています。
　この展示では、主に発掘調査から得られた、城に関
連する県内外の資料を展示し、県内の城跡研究の「い
ま」をお伝えします。

１．中世の城から近世の城へ
　16世紀末、織

お だ

田信
のぶなが

長・豊
とよとみ

臣秀
ひでよし

吉政権によっ

て、社会や文物が大きく変わりました。県内

においては天正 18（1590）年の秀吉による

奥
おう う

羽政策（奥羽仕
しお き

置）の実施以降を、近世と

とらえる考え方が主流となりつつあります。

　奥羽仕置の前には、在地領主の居館として

村ごとに城（館）が存在しましたが、奥羽仕

置以後、そのほとんどが廃
はいぜつ

絶されてしまいま

す。そして、強大な権力を有する近世大名の

本
ほんきょ

拠（本城）と、領内の要所に設けられ家臣

が管理する城（支城）に集約されることにな

るのです。

会　期：平成 28年 10月 15日（土）～ 12月 18日（日）
会　場：福島県文化財センター白河館
後　援：白河市・福島民報社・福島民友新聞社・ＮＨＫ福島放送局
　　　　ラジオ福島・福島テレビ・福島中央テレビ・福島放送
　　　　テレビユー福島・ふくしまＦＭ
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梁川城模型（福島県立博物館） 若松城跡（会津若松市）
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２．領主と家臣の城
①若松城～金色に輝

かがや

く天守の本城～
　近江国（現在の滋賀県）出身の蒲

がも う

生氏
うじさと

郷は、

信長の娘
むすめむこ

婿であり、信長の後継者である秀吉か

らも厚く信頼されていました。氏郷が会津に配

置されたのも、秀吉から奥羽（東北地方）の取

りまとめを任されたからにほかなりません。

　氏郷は会津の中心地黒川を若松と改名し、こ

こに城を築きました。自然石を積んだ高
たかいしがき

石垣の

上に建つ天守は、奥羽で初めてとなる上
かみがた

方流の

高層建築物で、若松城の発掘調査で出土した

金
きんぱく

箔瓦
がわら

や桐
きりもん

文瓦・宝
ほうじゅもん

珠文瓦などは、秀吉政権と

の強い関連を示しています。なかでも、東国で

金箔瓦が発見される城の分布から、秀吉による

「徳
とくがわ

川包囲網」を反映しているという指摘がなさ

れています。このように氏郷は、秀吉の強い支

持を背景に奥羽経営を進めたのです。また、領

内において、瓦が葺
ふ

かれた城は若松城に限られ

ることから、本城と支城には明確な格差が存在

したと考えられています。

②蒲生郷
さとなり

成の城～軍事性の高い支城～
蒲生源

げんざえもんのじょう

左衛門尉郷成は、葛
か さ い

西大
おおさき

崎一
い っ き

揆や

九
くの へ

戸一揆の征
せいばつ

伐で一番組に命じられるなど、

氏郷の信頼が厚い武将でした。その任地は、

いずれも伊
だ て

達政
まさむね

宗領に接した安
あこがしま

子嶋→二本

松→白石で、軍事的衝
しょうとつ

突の可能性があった

政宗との境目を常に任されていたのです。

二本松城や宮城県白石城・茨城県笠間城な

どには加工度合いの少ない石材を用いた高

石垣が残されており、郷成がこれらを近世

の城に改修したと考えられています。

　郷成は、蒲生氏の宇都宮転
てんぽう

封後も、笠間

城を任され仕
しおきぶぎょう

置奉行に任じられるなど、氏

郷亡き後の蒲生家を支えた重臣でした。
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九戸出陣陣立図の冒頭部分
（福島県立博物館所蔵）

③関ヶ原前夜～通信ルートを守る城～
　南会津町久

ひさかわ

川城は「伊
い

南
な

城」と呼ばれ、発掘

調査で発見された礎
そせき

石建ちの建物跡や門跡から、

蒲生期以降に築城されたことが判明しています。

　慶長５（1600）年に起きた「関ヶ原合戦」時

に、石
いし だ

田三
みつなり

成は上
うえすぎ

杉景
かげかつ

勝へあてた書状を真
さな だ

田氏

に仲介するよう依頼していました。当時、沼田

は真田信
のぶゆき

幸領でしたので、三成は沼田から尾
お ぜ

瀬

を経由して会津との連絡を取ろうと考えたので

す。沼田道を通って会津の上杉領に入った最初

の城が伊南城で、ここで飛
ひきゃく

脚を検
けんぶん

分した可能性

があります。上杉氏側にも檜
ひのえまた

枝岐

の防備を指示した書状が確認され

ています。支城の役割にはルート

の確保という一面もありました。

　しかし、真田信幸が徳川側に味方し、会津方

面と信州方面を封
ふう さ

鎖したことで、三成と景勝は

情報戦で不利な状況に追い込まれました。この

ことが「関ヶ原合戦」の結果に少なからぬ影響

を与えたと考えられます。
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（慶長五年）八月五日付
石田三成書状

（真田宝物館所蔵）

県史跡久川城跡・本丸櫓台の礎石建物跡（南会津町教育委員会）

上田城跡出土軒丸瓦
（上田市立信濃国分寺資料館所蔵）



３．城内のくらし
   城跡の発掘調査では、戦いの緊張感を伝え

てくれる出土品も発見されています。山形県

亀
かめがさき

ヶ崎城跡から出土した木
もっかん

簡には、会津領だっ

た慶長５年に城代の志
し だ

駄義
よしひで

秀に「なまり玉

（鉄
てっぽう

砲玉）二千」を送ったことが記されていま

した。また、実戦で使われたと考えられる槍
やり

が、

須賀川市新
しんでん

田館跡・猿
さるいけ

池館跡などから発見さ

れています。

　一方、平時の城は、上級武士の生活や文化

活動の拠点でもありました。「輪
わじ ま

島そうめん」

や「砂糖」・「水飴
あめ

」などは庶民には手に入ら

ない高級な贈
ぞうとうひん

答品でした。また、「お茶」荷札

や「闘
とうちゃふだ

茶札」、茶器の出土から、「茶の湯」が

武家社会に浸
しんとう

透していたことが裏付けられ、

教養や礼
れいせつ

節を重んじた武家のくらしを教えて

くれます。
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今回の展示で扱った城館跡

新田館跡出土槍（須賀川市立博物館所蔵）

亀ヶ崎城跡出土木製品（山形県教育委員会所蔵）
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